
青森県立大湊高等学校 

（チーム：ファーストペンギン） 

 

 

１ テーマ  「防災を日本の文化に！ 下北ジオパークを日本の宝に！」 

２ 研修先  台湾（台北および花蓮州） 

３ 研修目的 （1）台湾から進んだ防災を学ぶ 

       （2）下北ジオパークのユネスコ世界ジオパーク認定に向けての課題を明らかにする。 

４ 研修日程 12月 21日（土）移動日 

12月 22日（日）濱江市場・アンバサダー活動 

12月 23日（月）台北日本人学校（防災学習） 

12月 24日（火）東海高級中学（学校交流） 

12月 25日（水）花蓮州（防災研修） 

12月 26日（木）野柳地質公園（ジオパーク研修） 

12月 27日（金）故宮博物館・九份 

12月 28日（土）移動日 

５ 研修内容 

  （１）ジオパーク関連フィールドワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下北ジオパークの目標はユネスコ世界ジ

オパークへの登録です。 

そこで、年間 150万人が訪れる、野柳

地質公園でのフィールドワーク そして、

運営する民間団体の方々とインタビューを

行いました。 

そこから見えた下北ジオパークの課題は

次の通りです。 

特に地域を挙げた取り組みが大事だとい

うことがわかりました。 

 

 

 

 

 



（2）防災フィールドワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花蓮県では防災のフィールドワークを実施しました。皆さんこの映像 記憶にありますか？ 

花蓮では昨年の地震の傷跡の土砂くずれや 台風の被害が大きく残っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、防災の中心となった民間のツーチー仏教財団、そして、花蓮州消防署から、防災から

復興まで多くのことを学びました。さらに、台北日本人学校では原子力災害を想定した防災学習を

実施しました。研修成果はたくさんありましたが、特に伝えたいこと、それは「平時にできない事

は 災害時にできない。日常的な防災学習・活動が重要」だということです。 



 （３）アンバサダー活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般市民を対象にした活動では、迫力ある大型ポスター約 20 枚で紹介。台北日本人学校では

青森県産リンゴジュースの飲み比べ。東海高級中学ではリンゴ飴とくずもちアイスを提供。 

様々な形で下北や青森を紹介してきました。 

 

 （４）エバンジェリスト活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

エバンジェリスト活動は、学校での発表。むつ市長を招いてのむつ市での発表。 

そして、防災のイベントを開催し、その中でも発表を行いました。 



（４）今後の取り組み（フィードバックと実践） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジオパークでは 今年 9 月の北海道十勝岳で行われる、日本ジオパーク全国大会で成果発表を行

います。また、関係団と連携し、自分たちが出来る高校生らしい、面白い取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災活動では 6 月に研修成果を生かした避難所体験を実施します。避難所体験中に防災ゲー

ムを体験したり、様々な災害が襲ったり。皆さんも是非おいでください。 

また、10月には大阪万博での研修成果と実践の発表が決まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、下北 BOUSAIネットワークで 被災地研修、語り部講話、防災ゲームの実施など 

ゆるかな連携の中、活動を展開していきます。 

さらに、個人的な探究として、それぞれが「防災学習」「防災食アレンジ」「ジオパークの映像 

制作と SNS での発信」「災害時の外国人対応」「災害時の SNS 発信について」「防災を将来の仕

事にするには？」など、探究をすすめます。 

  

 


